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佐々井信子先生
▲

初夏になると，学校の近くを流れる川
沿いでホタルが光り，山のふもとをイノシシが歩きます。
そんな自然豊かな地域で育った子どもたちは，穏やかで
優しい心の持ち主です。環境は人の心を作るといいます
が，どんな社会でも豊かな心を大切にする人づくりをし
ていきたいなぁと思っています。

古波藏尚子先生

▲

平成２０年の３月まで，琉球大学教育学
部附属小学校に勤務。同４月から，浦添市立港川小学校
に勤務し，平成２０・２１年度の２年間，文部科学省指定・
浦添市教育委員会指定，道徳教育研究校の研究主任。平
成２２年度も校内研究主任及び指導方法工夫改善担当とし
て６年生の算数を担当し，道徳の指導主事補及び教科指
導員を兼務しております。

北川忠先生

▲

北陸は雪国というイメージなのですが，近
年はひかえ目な降雪が続き，雪と戦う心意気も忘れ気味
になっていました。しかし今期の大雪には北陸人もびっ
くり。我が郷土の特色を思い出させてくれました。今は
その雪も解けて，雪をまとった白山連峰が春の近さを教
えてくれます。

土田雄一先生

▲

昨年，５年生で自作資料を使った飛び込
みの道徳授業をしました。楽しかった！全員が発表し，
ねらいにもせまることができました。それができたのは
なぜか。やはり，担任の学級経営のすばらしさに尽きま
す。子どもたちと授業をするのは楽しいですね。

松田憲子先生

▲

今年は初日の出を成田山で迎えました。
成田山の境内から，大きくゆらゆらとのぼる朝日にひた
すら圧倒されながらも，心がふわっとあたたかくなりま
した。感動することは，心の大事な糧だと思います。

加藤宣行先生

▲

筑波大学付属小学校教諭・淑徳大学講師
日本道徳基礎教育学会事務局長
使えるベーシック研究会常任理事
光文書院『ゆたかな心』編集委員

�著者プロフィール�

■小社HP（「ご意見・おたより」コーナー）などを通しまして『子どもの道徳』へのご意見・ご感想をお寄せ
ください。



バレーボールとの出会い

小学１年生のときにクラブの先輩から勧誘を受

けましたが，喘息で体が弱かったこともあり両親

から反対されて，その時はあきらめました。で

も，２年生になってからも「やっぱりバレーをや

りたい！」と強く思い，自分から言って両親に認

めてもらいました。週４回練習がありましたが，

遊びもバレーをやるくらい熱中していました。

オリンピック出場

オリンピックに出ることは小さいころからの夢

でしたし，両親の夢でもあったので，本当に喜ん

でくれました。「やっと親孝行できたかな」とい

う気持ちでした。オリンピック前に，出場すると

いう夢をあきらめかけていた時期もあったので，

コートに立てたときはすごくうれしかったです。

Vリーグを盛り上げる！

今は，平日はVリーグの事務局でデスクワー

クをして，土日は各地で試合の運営にあたってい

ます。試合が行われる現地に入って，地元メディ

アに出演し PRもしています。

試合を運営する側になって改めて感じたのです

が，本当に多くの人に支えられていたんだなって

思います。試合をするために，ボランティアの人

も含めてこんなにたくさんの人が関わっているの

かと実感しています。

Vリーグは，コートと観客の距離がすごく近い

んです。コートと同じ目線で見ることができ，選

手の生の声も耳に届きます。プレー中の指示の声，

控え選手の応援の声など，選手たちがどういった

ことを言っているのかが分かるので，バレーをや

っている人たちには勉強になると思います。

あとは控え選手たちがアップしている姿も見て

ほしいですね。みんな一生懸命準備をしています。

これはあまりテレビに映らない部分です。いい控

えの選手がいるチームはやっぱり強いです。

バレーボールの特長

バレーは一人ではできない“思いやり”のスポ

ーツです。レシーブを受けてトスを上げる選手が

いる。打つ時はみんながつないでくれたボールを

打つことになります。すべての動作が，次にプレ

ーする人のことを考えて行わなければいけません。

試合の終盤で苦しくても跳べるのは，そうやって

支えてくれている仲間がいるからです。みんなが

つないでくれたボールだからこそ責任を感じ，苦

しいときでも跳べるんだと思います。

レシーブは苦手？

レシーブは，本当はすごく好きなんです。全日

本に呼ばれて，高校時代とは全く違うスピードに

戸惑った時期はありました。そのころ周りからい

ろいろと言われ，迷ってしまったんだと思います。

その後，練習してレシーブが上手くなったという

よりも元に戻ったという感覚でした。そのとき救

ってくれたのは高校時代の恩師でしたね。「加奈

はレシーブが下手じゃない」って言ってくれて。

恩師には今でも助けてもらっています。

今の夢

指導者になるよりも，今は競技の底辺を広げる

活動をしていきたいと思っています。それと，自

分もそうだったので体の弱い子や幼児～低学年の

子どもたちに，バレーだけでなくスポーツのよさ，

体を動かすことの楽しさを感じてもらえるような

活動もしていきたいと思います。

それと怪我を未然に防ぐこと。筋力が付いてな

いうちから無理をしてしまうのはダメです。そう

いったことも，もっと勉強して伝えていきたいで

す。

子どもたちへ

まず，やりたいことを見つける。それから，そ

れぞれの個性を活かして長所を伸ばす。あとは，

好きになって目標を持つことが大切だと思います。

バレーの指導をしていると，その子が一瞬で変

わるときがあります。その変わる姿を見られるの

は，うれしいです。（談） 〔取材日：２０１１年２月１５日〕

１９９６年ひまわりクラブにて全国制覇／１９９９年中学校選手権大会
で全国制覇【成徳学園中】／２００２年春高・インターハイ・国体
と三冠を達成し，全日本に初選出【成徳学園高（現下北沢成徳
高）】／２００３年東レ株式会社，東レアローズ入団。ワールドカ
ップに出場／２０１０年６月腰痛の再発により引退を決意／同年８
月東レ株式会社より日本バレーボールリーグ機構に出向

（日本バレーボールリーグ機構職員）

新たな思いで……
元バレーボール全日本代表 大山 加奈
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◆結果の概略

昨年１２月７日，ＯＥＣＤ（経済開発協力機構）

が２０００年から３年間隔で実施している国際学習到

達度調査（Programme for International Student

Assessment 以下，「ＰＩＳＡ調査」とする）の

第４回目の結果が発表された。

それによると，第１回目に参加して以来続いて

いたわが国のランキングの低下傾向に一定のはど

めがかかった。特に第１回目の８位から第３回目

には１５位まで低下した「読解力」が，今回の調査

では８位まで回復した。この結果を受けて，文部

科学省は早速「これまでの教育政策が効果を発揮

した」とコメントした。

今回の調査では，それ以外にも注目すべき結果

が見られた。

初参加の上海が，すべての領域において世界ト

ップに躍り出た。ＯＥＣＤはＰＩＳＡ調査への参

加を原則として国単位にしているが，特例的に市

単位の参加を認めている。上海はその特例を利用

しての参加であった。

また，上位には上海以外に韓国，シンガポール，

香港，台湾などのアジア諸国がランクされた。ヨ

ーロッパではわずかにフィンランドが顔を出して

いるだけであり，とりわけ東アジア諸国の学力水

準の高さが顕著に示された。

◆メディアはどのように伝えたか

発表の翌日には，新聞各紙がこの結果を報道し

た。また，発表３日後の１０日には，各国の研究者

を招いたシンポジウムが東京で開催され，多くの

教育関係者が集まった。

ある新聞は，「来年度以降，教える内容を増や

す新学習指導要領が全面実施される。学校現場は

気を緩めず，学力の向上を図ってもらいたい」と

した。このコメントは各紙にほぼ共通する論調で，

ランキングの回復に一定の評価を示しながらなお

檄を飛ばすという姿勢であった。また，ある新聞

は「アジアの優秀な学生を日本の本社で採用する

企業も現れ始めた。日本の若者が各国のライバル

と就業を競う時代になっている」と指摘し，特に

東アジアの国々との国際競争力において日本は遅

れをとっていると厳しく論評した。

シンポジウムでは，さすがに冷静な分析が行わ

れたが，一部の聴衆から「上海は本当にフェアに

実施したのか」とか，「日本ではどの学校がこの

調査に参加したのか」などといういささか感情的

な質問が出された。アジアの諸国に遅れをとった

無念さのような気持ちがあるのだろう。

念のために補足すると，ＰＩＳＡ調査は，義務

教育を修了した１５歳（日本は高校１年生）が参加

し，参加校はサンプルに偏りが出ないように無作

為抽出で行われる。日本では各都道府県別に抽出

された約６０００人が参加した。かつて抽出方法に不

正があったために集計からはずされた国もあり，

調査の方法や公正さに疑いをもつ態度は大人げな

いというべきであろう。

ちなみに，ＰＩＳＡ調査の結果が続落傾向にあ

ることを受けて，わが国でも「全国学力学習状況

調査（以下，「学力テスト」とする）」が４３年ぶり

に復活した。この学力テストは，伝統的な学力を

測定する「Ａ問題」と，ＰＩＳＡ型学力を想定し

た「Ｂ問題」で構成される。２００７年の第１回目は

悉皆（すべての小学６年生と中学３年生が受験し

た）で行われ，政権交代後は３割の抽出で行われ

た。それでも，自主参加を加えると総計で７割が

受験したといわれている。

初歩的なことだが，サンプル調査と悉皆調査で

はその目的や扱い方にも自ずと違いがあることも

承知しておくべきである。

PISA２００９の結果をどう読むか

千葉大学大学院教授 上杉 賢士
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◆学力調査は体温計のようなもの

ＰＩＳＡ２００９の結果をどのようにとらえるか。

この問いへの回答はそれぞれの立場によって異な

るため，いささか難問に属する。

国は「これまでの教育政策の成果」だと胸を張

りたいだろうし，メディアは東アジアの諸国に遅

れをとっていると警告する。それでは，子どもた

ちの教育に直接的に携わる現場ではどのように受

け止めればよいだろうか。

私は，この問いに対する最も適切な比喩は「体

温計のようなもの」だと思っている。

体温計は，基本的に熱があったり体がだるかっ

たりするときに使う。すなわち，普通は体の変調

を感じたときに初めて体温計の存在を思い出し，

脇や舌の下に差し込んで検温する。そして，その

結果に応じて「安静にする」「薬を服用する」「医

師の診断を受ける」などの処方を決める。

しかし，少なくとも体温計を常時携帯し，体温

を一定の範囲に収めることを目的にして行動する

ことはない。スポーツジムなどで脈拍数や心拍数

を測定しながらトレーニングをすることはあって

も，それは大人が限られた時間内で行うトレーニ

ングだからこその例外である。

むろん，だれでも子どもたちには高い学力をつ

けさせたいと願う。しかし，その学力の内実につ

いては，必ずしもコンセンサスが得られていない。

ＰＩＳＡ調査が意図する学力とは，「これからの

時代を生きるために必要な学力」である。これに

対して，わが国では伝統的に「読み・書き・計算」

の力を学力ととらえる傾向にあった。

また，学力を支える条件としての学習意欲もま

た重要だという指摘もある。ＰＩＳＡ調査では，

テストスコア以外に「勉強を楽しいと思うか」，

「勉強していることが将来の役に立つと思うか」

などについても調査し，その結果を公表している。

それによると，わが国の子どもたちはテストスコ

アの高さとは逆に，勉強の楽しさや将来への有効

性について極めて低い数値を示している。つまり，

半ば義務感のようなものに後押しされて勉強に向

かっているにすぎないのだ。

こうした状況において，私たちが今すべきこと

は，現在の学習環境を少しでも改善するためにさ

まざまなことにチャレンジすることである。

そして，そうした努力を一定の期間続けた後に，

その効果を測定するために調査（検温）を行い，

また結果に応じた対応策を練り直す。本来，学力

調査とはそういうものだ。

���PISA２００９の結果をどう読むか

表１ PISA２００９領域別上位国

総合読解力 数学的リテラシー 科学的リテラシー

１ 上海 ５５６ 上海 ６００ 上海 ５７５

２ 韓国 ５３９ シンガポール ５６２ フィンランド ５５４

３ フィンランド ５３６ 香港 ５５５ 香港 ５４９

４ 香港 ５３３ 韓国 ５４６ シンガポール ５４２

５ シンガポール ５２６ 台湾 ５４３ 日本 ５３９

６ カナダ ５２４ フィンランド ５４１ 韓国 ５３８

７ ニュージーランド ５２１ リヒテンシュタイン ５３６ ニュージーランド ５３２

８ 日本 ５２０ スイス ５３４ カナダ ５２９

９ オーストラリア ５１５ 日本 ５２９ エストニア ５２８

１０ オランダ ５０８ カナダ ５２７ オーストラリア ５２７

１１ ベルギー ５０６ オランダ ５２６ オランダ ５２２

１２ ノルウェー ５０３ マカオ ５２５ 台湾 ５２０

１３ エストニア ５０１ ニュージーランド ５１９ ドイツ ５２０

１４ スイス ５０１ ベルギー ５１５ リヒテンシュタイン ５２０

１５ ポーランド ５００ オーストラリア ５１４ スイス ５１７

ＯＥＣＤ平均 ４９３ ４９６ ５０１
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◆ＰＩＳＡが測定しようとしている学力

ＰＩＳＡ調査を始めるにあたって，主宰者であ

るＯＥＣＤは，それまでの国際比較調査とは以下

の点で異なることを明言した。

＊ 単なる国の順位づけを目指すものでも，それ

ぞれの国の生徒が学校カリキュラムを通して知

識を単にどれだけ獲得したかを測定しようとす

るものでもありません。

＊ ＰＩＳＡ調査は，「読解力」「数学的リテラシ

ー」「科学的リテラシー」といった概念によっ

て，新しい能力・技能を見ようとする試みです。

＊ 生徒たちが「過去に何をしてきたか」ではな

く，習得した知識で「未来に向けて何ができる

か」を評価するための調査です。

また，ここで想定されている「新しい能力・技

能」については，以下のように説明している。

＊読解力：自らの目標を達成し，効果的に社会に

貢献するために，書かれたテキストを理解し，

利用し，熟考する能力。

＊数学的リテラシー：数学が世界で果たす役割を

理解し，様々な生活場面で数学的根拠に基づき

判断を行い，数学に携わる能力。

＊科学的リテラシー：自然界の変化について理解

し，意思決定するために，科学的知識を応用し，

課題を明確にし，証拠に基づく結論を導き出す

能力。

このなかで，ＰＩＳＡ２００９で重点が置かれ，わ

が国のランキング回復の象徴となった「読解力」

について検討してみよう。

ＰＩＳＡ調査における「読解力」は，次の四つ

の文節に分けることができる。

�自らの目標を達成し，
�効果的に社会に貢献するために，
�書かれたテキストを理解し，
�応用し，熟考する能力。
私たちが一般的にイメージする「読解力」は，

このなかの「�書かれたテキストを理解する」に
相当すると考えてよい。また，新学習指導指導要

領において「言語活動の充実」が唱えられたが，

それは「�応用し，熟考する能力」にしかならな
い。「�自らの目標を達成する」や「�効果的に
社会に貢献する」については，ほとんど手つかず

のままと考えてよい。

つまり，ＰＩＳＡ調査が想定している学力の育

成に向けた学習環境の整備は，ようやくその緒に

ついたとは言えても明らかに道のり半ばである。

それでは，なぜ今回の調査でランキングに回復

傾向が見られたか。ここからは推測に過ぎないの

だが，文部科学省もコメントしているように「読

書活動の充実」という施策がそれなりの効果を発

揮したのだろう。

「朝読書」を実施している（課している？）学

校は相当数にのぼると推計されている。多くの学

校が朝の時間帯に読書を位置づけている。学校に

よっては，読んだ冊数をグラフに表示して競わせ

たりしている。「読解力」の向上に向けてそれな

りの効果を発揮したというのは，それまで子ども

たちの読書離れの傾向が著しかったからである。

子どもたちをもう一度読書に呼び戻すという点で

は効果があったといえるのだろうが，ＰＩＳＡ調

査の「読解力」の定義に照らして，これではとて

も十分とはいえまい。

ＰＩＳＡ調査が回を重ねて４回目にもなると，

出題傾向が次第に明らかになる。たとえ本旨は理

解できなくても，同種の問題を作成して子どもた

ちに経験を積ませることはできる。そして，いわ

ゆる受験対策を練り，子どもたちの正答率アップ

を目指したトレーニングが可能になる。幸か不幸

か，わが国の教育界はそれが得意である。

蛇足ながら，このわが国の得意技は，東アジア

の国々にも広がっている。国を挙げて正答率アッ

プに向けた対策を講じることができる国ほど，ト

レーニングが成果を生み今回の調査で上位にラン

クされたと言ったら過ぎるのだろうか。

再確認すれば，ＰＩＳＡ調査が意図しているの

は，「過去に何をしてきたか」ではなく「未来に

向けて何ができるか」であった。そのためには，

自分はどんなことに興味や関心がありどんな可能

性があるのか，それを知るためにじっくり腰を下

ろして時間をかけて学び，社会に貢献しようとす

る意欲と実力を蓄えることこそが肝要である。

ランキングが回復したからといって，先の展望

はまだ拓けていないことを承知すべきである。
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◆これから考えるべきこと

ＰＩＳＡ調査を重ねていくうちに，次第に鮮明

になってきたことがある。それは，ランキングの

上位国は人口規模が比較的小さい国だという事実

である。

たとえば上位国の常連であるフィンランドは

５００万人であり，香港は７００万人，シンガポールは

４４０万人である。今回の調査で一躍トップに躍り

出た上海も１０００万人に満たない。（人口の計算の

仕方には国籍取得者や在住者などによって若干の

違いがある）

つまり，いずれも関東にある都県とほぼ同規模

である。これは，子どもたちの学力向上という一

点に向けて国民的コンセンサスが得られやすく，

国を挙げて取り組むことが可能であることを意味

する。

そのなかにあって，人口１億２７００万人を抱える

わが国は大健闘といってよい。ＰＩＳＡ調査に参

加している国で人口１億人を超えているのはアメ

リカやロシアくらいであり，それらの大規模国は

ずっと下位に低迷している。ちなみに，フィンラ

ンドと並んで上位に定着している韓国は４８００万人

であり，これも健闘の部類に属する。

しかし，国の規模が大きいわが国では，そこか

ら発生する固有の問題がある。それは，今回の調

査結果の集計によって明らかにされた最下位層が

多いという事実である。

今回の調査で重点が置かれた読解力について，

レベル１からレベル６に学力水準が分類され，そ

れぞれの国における比率が算出された。このなか

で「将来の生活に不安がある」とされる低位のレ

ベル１・２に属するわが国の子どもたちは

１３．６％を数える。これは，韓国５．８％，フィン

ランド８．１％，上海４．１％と比べると，際だっ

て高い数値であることが分かる。つまり，学力水

準においても二極化の傾向が顕著なのである。

わが国の教育は，多くの人口を抱え，その全体

の学力水準を向上させるためにさまざまな施策を

講じてきた。学習指導要領が教育内容を定め，そ

れに準拠した教科書を用いた教育は全国津々浦々

の学校で行われている。そして，たとえば学力の

低下傾向が問題視されると，学習指導要領の改訂

という国家レベルで一律の改革が行われる。私た

ちは意外に気づかないのだが，このような例は思

いのほか少なく，人口１億人を超える国のなかで

はほぼ例外中の例外といってよい。

しかし，ここに来て子どもたちの多様化が叫ば

れるようになった。不登校は依然として１３万人前

後で推移し，診断技術の進歩も手伝って発達障害

のある子どもたちの存在も注目されるようになっ

た。学力向上も含めた世論の期待に押しつぶされ

るように，精神疾患で療養休暇をとる教員も史上

最多になったと報告されている。

これは，１億人を超える人口を抱えるような大

規模の国では，“一つの制度”でさまざまな問題

を克服するのは限界であることを示している。

学習指導要領が掲げる指導内容をしっかり習得

できないまま上の学校に進学する子どもの数はき

わめて多い。かつて，「新７・５・３」と揶揄さ

れた現象があった。すなわち，指導内容をしっか

り習得できていない子どもの割合が，高校で７割，

中学校で５割，小学校でさえ３割もいることの喩

えである。現状では，ほぼこの１割増しというの

が私の見立てである。

このなかでも特に注目すべきは，中等教育に相

当する中学校や高校の現状である。とりわけ高校

では，一部の進学校を除けば学習指導要領準拠の

教育でさえも成り立たない。それでもなお，大学

進学率が５割を超えた状況に対して，私たちは一

体何をすればよいのだろうか。

各国とも，ＰＩＳＡ調査を契機にして教育改革

に取り組むようになった。かつて訪問したアメリ

カでもシンガポールでも聞いた同じ言葉がある。

One fits all，One fits not all．

「だれにでも合うようなことは，結局だれにも

合わない」という意味である。ＰＩＳＡ調査は，

単なる指標の一つに過ぎない。そこから読みとれ

るわが国に固有の問題にしっかり向き合うことな

くしては，真の教育改革などできようもない。

【参考文献】

・国立教育政策研究所（２００４）生きるための知識

と技能・ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩ

ＳＡ）～２００３年調査国際結果報告書～，ぎょう

せい

・文部科学省（２０１０）ＯＥＣＤ生徒の学習到達度

調査～２００９年調査国際結果の要約～

���PISA２００９の結果をどう読むか
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カント（１７２４～１８０４・独・哲学者）の言葉である。

この言葉には，人が三度登場する。

最初の人は学習者としての人であり，第二の人

は教育者としての人であり，最後の人は教育の目

的としての人であるが，このことについて考えて

みたい。

最初の学習者としての人は，子どもであるとと

らえ勝ちであるが，私は，子どもは勿論，親も教

師も学習者であると考えている。人間は，どれほ

ど経験を積み重ね学びを拡充しても不完全である。

不完全である自分を自覚すれば，よく生きたいと

して求めて止まない心が生まれる。学習者とは，

求める者に他ならない。

つぎに教育者としての人であるが，親や教師は

勿論のこと，子どもも教育者であると私は考えて

いる。一人の子どもを変えるのは，隣にいる子ど

もであるから，友達同士は学習者であるとともに

教育者であるということになる。また，教育界に

は「子どもに学ぶ」という言葉がある。教師が教

育の方法を子どもに学ぼうという謙虚さをもって

いれば，子どもも教育者になる。この考えを更に

進めれば，自然もまた教育者であり，「我以外，

皆教師なり」ということになる。

このように考えると，子どもも教師も同じであ

ることになるが，そうではなかろう。

求めあい学びあう者同志としては，子どもも教

師も同じである。然し，教師は子どもよりも求め

る心が切実で，知識が豊富で，ものの見方考え方

が広く深くなければならない。教師の背景には，

豊かな経験と学問がなければならない。それが教

師である。

教師は子どもの遊び友達であると同時に学友で

あり，先覚者でなければならないのである。

授業開始や終わりに，礼の挨拶をするのは，教

師に挨拶するのではない。教師の背景にある豊か

な経験や学問に尊敬の念を表す形が挨拶である。

礼によって学問に尊敬の念をあらわし，求める心

を高めるのである。剣道ではそれを気位を高める

という。

カントのいう「人によりてのみ」は，このよう

に尊敬に値する人でもあろう。

最後は教育目的としての人についてであるが，

これは人間とは何かにかかわっている。

『平成２０年度小学校学習指導要領道徳解説編』

には，「人間らしさ」という言葉がみえる。これ

は，人間の持つ弱さ・醜さ・本能と強さ・美しさ

・理性を合わせ持つ性を指していると思われる。

このように両面をもつ人間らしさをふまえた上で，

強さ・美しさ・理性等の「人間のよさ」を高める

ことが道徳教育の目的であると述べているように

思われる。

千徳廣史は，『人間の品格』で，横綱の品格の

問題を取り上げ，人間の持っている闘争心（獣性）

を，人間としてのよさをもってコントロールする

ところに人間の品格があり，それが，相撲界のき

まりや形であると述べている。この品格は，相撲

界だけではない。教育基本法に教育の目的として

掲げている「人格の完成」も，品格を高めること

であり，自己の獣性を制御することであると述べ

ている。

このように考えてくると，人間のもつプラスの

側面としての強さ・美しさ・理性等の「人間のよ

さ」を高めていくことが，人間の品性を高めてい

くことになり，それが，カントのいう教育の目的

としての「人」であろう。

人間のよさの詳細は，『わが宇宙の心を拡充す

る』（新宮弘識著・日本道徳基礎教育学会創立４０

周年記念号・２００８年）を参考にされたい。

教育一語�

人は 人によりてのみ人となり得る
―学習者とは何か教育者とは何か人づくりとは何か

淑徳大学名誉教授
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私が新任教師として赴任した福岡の小学校の教

職員室に掲げられていた言葉である。

その前夜，父親からの餞の言葉「公平な教育者

であれ」と重ねて読み，教育の原点に触れたよう

に思った。以後，私はこの原点から逸脱すること

が多々あったが，その度にこの言葉が思い出され，

私の「座右銘」の一つとなった。

この言葉の出典を調べたが，未だに不明である。

従って，私独自の解釈であることをお断りして，

私見を述べたい。

「人間一人」とは，一人ひとりの子どもを指す

のではないかと思う。「教育はその光を失う」と

は，教育は失敗したら取り返しがつかない程，重

要であるという意味であろう。一人の子どもを粗

末にすれば，教育の光は消え失せてしまうという

意味であろう。その影響を受けるのは，一人の子

どもに止まらず全ての子どもであるから，教育の

光が失われるのである。

問題は，「粗末にする」という内容である。粗

末にするの反対語は「大切にする」であるから，

「大切にする」について考えればよいことになる。

一人ひとりの子どもを大切にするとは，どうい

うことか。

先ずは，一人ひとりの子どもがお互いに異なる

家庭や環境で育ち，気持ちやものの見方考え方も

異なるかけがえのない存在であることを認識する

ことである。かけがえがないとは，その子どもに

換わる子どもはいないということである。大切な

宝ものを紛失しても新しく買い換えることができ

るが，一人の子どもは買い換えることはできない

から，一人ひとりの子どもと真剣に向き合えとい

うことである。

子どもを大切にするには，子どもの気持ちや考

え方をわかろうとすることによって始まる。子ど

もの話を最後までよく聞くことである。

現代社会は，他者の話の腰を折って自己を主張

する風潮が蔓延しているように思われる。手を止

めて相手の話を聞くというわが国の文化はどこへ

行ってしまったのだろう。人の話を最後まで聞く

という謙虚さは，人を大切にしようとする心から

生まれるのであるが，先ずは，教師がそのように

して一人ひとりの子どもを大切にするように努め

たいものである。然し，子どもの話を聞く段階に

止まっているようでは，真に子どもを大切にした

ことにはならない。

道徳の授業で，好ましくないと思われる登場人

物でも，その人の気持ちをわかってやることが大

切であるとして「どうしてそのようなことをした

のでしょう」と話し合わせることが大切であると

主張する教師がいる。また，ねらいからはずれた

子どもの反応もすべて認めてやることが大切であ

るとする教育論を展開する教師もいる。

子どもや他者の気持ちをわかろうとすることは

大切ではあるが，その段階に止まっているようで

は，学びあって人間のよさを高めていこうとする

教育は成立しない。望ましくないと思われる登場

人物やピントはずれの子どもの反応には，何が足

りないかを吟味させたり，「私はこのように思う

があなたはどのように考えるか」と，先覚者とし

てよい生き方としての文化をきちんと伝えること

が重要ではないだろうか。

子どもを大切にするとは，共感しあった上で，

叱るべきは叱り，伝えるべきは伝えることである。

それが，どんな子どもでも，よく生きたい高みに

向かって生きたいと思っているという，子どもの

可能性を信頼した教育であり，それこそが，子ど

もを粗末にしないことであろう。

教育一語�

人間一人を粗末にするとき 教育はその光を失う
―一人ひとりの子どもと真剣に向き合う

新宮 弘識

教育一語 9
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１．はじめに 命を大切にするということ

１年生の子どもにとっても，自分には命があっ

て，それによって生きていることは知っている。

家では，「風邪をひかないように，早く寝なさ

い。」「交通事故にあわないようにちゃんと歩くの

よ。」と言われ，学校では「けがをしないように気

をつけましょう。」「一人ひとりがみんな大事です

よ。」と命の大切さについて聞かされている。子ど

ももその通りだと思う。そのようにしなければと

も思う。しかし，世の中を見てみると，人を死に

追い込むまでいじめてしまう子どもがいる。そし

て，生きることは死ぬことよりもつらいと自分を

死に追い込む子どももいる。なぜなのか。

楽しい毎日を送りたい。これが，だれもが望む

生き方である。社会も，それを応援しようとする。

テレビでは，連日，楽しいバラェティ番組が笑い

を誘ってくれる。ゲームが夢中になる機会を与え

てくれる。便利な道具が生活を快適なものに支え

てくれる。しかし，そのような楽しさや快適さは，

命を大切に思う心を育てることにはならない。

思えば，大人の世界にも，いじめ，自殺，さら

には虐待，D．V．があり，悩みは，より深刻であ

る。命の大切さを自覚することは，大人とて難し

いことなのである。

そのような状況の中，学校教育で，子どもたち

に命が大切であるとの自覚を深めるのには，どの

ような方法があるのであろうか。

従来は，命は大切だ，だから命を守ろうという

視点で命の大切さの自覚を促すことが多かった。

そこでは命が大切であることは大前提とされてい

１年 主題名「いのち」の授業
�

光文書院『ゆたかな心』新資料
『３１ハムスターの あかちゃん』を使っての生命尊重の授業づくり
～自分の命は，うれしいことやしあわせなことをつくり出している～

栃木県足利市立坂西北小学校 佐々井 信子
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て，大切である根拠を明らかにすることなく，大

切にすることのみが声高にいわれていた。それが，

自覚の限界をもたらしていたのではないだろうか。

そこで，新しく，命が大切であることの根拠を

明らかにしていく授業はできないかと，資料に臨

んだ。資料は，今年度から光文書院発行の副読本

に所収されるようになった，「ハムスターのあか

ちゃん」である。この資料は，すでに文部科学省

発行の道徳資料集に生命の学習用に掲載されてい

て，以前から知られている資料である。しかし，

以前からある資料であっても，教師として新しい

指導観をもって，授業を組み立てていけば，新資

料となる。そして，そのことこそが，教師の力を

高めるのに必要なことであろう。

資料では，生まれたばかりのハムスターの赤ち

ゃんのかわいいようす，そして，それを見守るお

母さんハムスターのやさしいようすが，それを見

ている子どもの目を通して描かれている。

これを見て，ハムスターの赤ちゃんがかわいい

ことをとりあげ，命の大切さの話題にすることも

できる。しかし，かわいいことだけでは，命が大

切であることの根拠を明らかにしていくことには

ならない。赤ちゃんを見てかわいいと思うのは人

間だけではなく，他の動物も同じである。いわば，

生命あるものがその生命の中に内在している，本

能に属すことである。かわいいと思うことは，本

能のもつ情に流されているにしか過ぎないのでは

ないだろうか。

そこで，改めて学習指導要領を見てみた。１・２

学年の本時にかかわる文言は，「生きることを喜び，

生命を大切にする心をもつ。」と，記されていた。

この文言を見ていて，気づかされることがあっ

た。「生きていることを喜び」ではないのである。

生きていることを喜び，では，生きるという作用

から生まれるものを喜ぶことを指す。ではなく，

その一歩前の，生きること自体にある喜びを明ら

かにすることが，生きることを喜ぶ，であり，そ

れが，人間にしかできないことで，それを明らか

にして子どもに伝えるところに心の教育があるの

ではないだろか。学習指導要領にも，「自己の生

き方についての考えを一層深め」るとある。

近年，問題になっている，いじめ，虐待，自殺，

等々の，命を軽視している出来事は，他の動物を

凌駕する，高度に考えることができる心をもった

人間に起きていることである。動物と同じような

視点で，命の大切さを感じ取らせても，それを上

回る人間のもつ意思の力でくつがえされることが

ある。それが人間なのである。

かつて，高学年の子どもたちの学級で，「今まで

にいじめを受けた人はいますか」と聞いたことが

ある。すると，三分の二以上の子どもたちが，堂々

と手をあげた。次に，「では，いじめたことがあ

る人はいますか」と聞くと，これもまた，三分の二

以上の子どもたちが申し訳なさそうに手をあげた。

この子どもたちも，皆，動物の赤ちゃんはかわ

いいと思っているだろうし，いじめや自殺はよく

ないと思っているだろう。でも，生きていると，

その通りには運べないこともあるのである。

それを，乗り越えることが，学習指導要領にい

う，「自己の生き方についての考えを深める」こ

とによってできる，また，乗り越えることができ

るような子どもに育てたいと思ったとき，生命尊

重の，授業のあり方も，新たな形を示していいの

ではないか。そんな思いで，授業の構成を考えた。

２．授業の構想

資料には，動物の赤ちゃんを見る子どもが出て

くる。その子どもの言動を，子どもたちに学ばせ

る素材としたい。

子どもにとって，動物の赤ちゃんを大事に思う

お母さんのようすは，生活科で動物の世話をして

いる自分とも重なる。そして，資料をよく見るこ

とで，ハムスターの赤ちゃんは，自分の生きるこ

と自体で，お母さんの喜びをつくり出しているこ

とに気づくであろう。それを起点にして，自分の

ことをふり返ると，自分が家庭の中でつくり出し

ている家族の喜びにも気づいていくのではないだ

ろうか。また，その家族の喜びは自分の喜びとな

っていることにも思い当たるのではないだろうか。

そのような，家族間にある，生きることによっ

て交わされている喜びの実態を知らせることで命

の大切さへの理解を深めたいと考えた。
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３．授業の構成

授業の構成は，次のように考えた。

（１）命があることの意味を考えてみる。

（２）動物や人の赤ちゃんを見たことを出し合う。

（３）資料を読み，お母さんと赤ちゃんの心のかか

わりを明らかにする。

（４）自分の命がつくり出している，うれしいこと

を考える。

※動物の命の大切さについて考えるのではない。

学びの対象となるのは，自分の命である。それで，

（１）で命への問題提起をし，（２）（３）で身近な動

物の事例から命へのものの見方を広げ，（４）で自

分の命の価値について考えるようにしている。

４．授業の実際

実際の授業の展開は以下の通りであった。

（１）命があることの意味を考えてみる。

まず，「『命』と聞くと，どんなことが思い浮か

びますか」と聞いた。すると，１年生の子どもた

ちは次のように発言をしてきた。

・人 ・動物

・魚 ・鳥

・心とか気持ち ・血が流れている

・自分で動けるということ ・家族

子どもたちは，「命」という目には見えないもの

を，生きることとあわせてとらえている。そこで，

「命があるってどういうことかな。」と，問いを続

けると，次のように，考えを進めることができた。

・生きていること ・自分の力で動いている

・息をしている ・考える

・温かいから命がある

学級の中に，生きることについての関心が高まっ

てきた。ここで，次の段階に入った。

（２）動物や人の赤ちゃんを見たことを出し合う。

「動物や人間の赤ちゃんを見たことがあります

か。赤ちゃんについて思ったことを思い出してお

話しできる人はいますか。」と投げかけると，ハム

スター，子犬，金魚，猫，妹や弟，親戚の赤ちゃ

んなどのことが話題に上がり，にこにこしながら

感想を話してくれた。

・かわいかったよ。

・見ているだけでも気持ちよかったけど，触っ

てみたら，もっと嬉しくなった。

・手と足が小さかったよ。でも，一生懸命に動

かしていて，かわいかった。

このとき，ある子どもが学級文庫から『どうぶつ

のあかちゃん（サンチャイルド・ビッグサイエンス

５月号）』を取り出してきた。様々な動物の赤ち

ゃんの写真が載っていた。子どもたちは口々に，

「小さくてかわいいね。」「赤ちゃんも自分で動こ

うとして，なんかすごいなあ。」と話すようになった。

そこで，ここから資料へとつなげた。

（３）資料を読み，お母さんと赤ちゃんの心のかか

わりを明らかにする。

資料を読み聞かせた後，「ハムスターのあかち

ゃんのかわいいところはどんなところですか」と

問うと，次のように，自分で見つけたところを発

表する子どもたちで，教室には活気が出て来た。

・ほっぺたがふくらむところ

・小さいところ

・おっぱいを飲んでいるところ

・遊んでいるところ

・お母さんのおなかで丸まっているよ。だっこ

されているみたい。

・小さい声で鳴いているんだよ

・あくびするところ

・きっと，何か考えているんだろうな

このようにして，赤ちゃんが動いて，生きている

ことを伝えてくれるからかわいいと感じることを

知ることができた。そこで，次に，そこにある心

のようすを問うことにした。

「赤ちゃんや，お母さんは，どんな気持でいる

のでしょう。ハムスターの赤ちゃんやお母さんの

代わりにいえる人いますか。」と投げかけると，そ

れぞれに，次のように考えることができた。

＜赤ちゃんの気持ち＞

・おかあさん，おっぱいありがとう

・おいしいよ

・いっぱい飲んで，早く大きくなるからね
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・家族っていいな

・お母さんにかまれても痛くない。気持ちいい。

・お母さん大好き。

＜お母さんの気持ち＞

・元気に大きくなってね。

・強くなってね。

・おっぱいをいっぱい飲んでくれてありがとう

・守ってあげるね。

・病気にならないでね。

・赤ちゃんがいてうれしいな。

・子どもが楽しそうだからお母さんも楽しい。

・子どもを見ていると，にこにこしちゃうよ。

この間，板書で，赤ちゃんの気持ちと，お母さん

の気持ちが交差して，それぞれの気持ちができる

ことがわかるように，書いてきた。子どもたちは，

赤ちゃんの気持ちと，お母さんの気持ちが交流し

ていることを，目の当たりにすることができた。

そこで，板書の全体をふりかえらせ，「ハムスタ

ーの命を感じることができたね。どんな気持にな

りましたか。」と問うと，次のように話してくれた。

・不思議な気持ちになったよ。

・心が優しくなった。

・ほっとしたよ。

これを，ハムスターの赤ちゃんの命がつくり出し

てくれたのである。資料を通して，ハムスターの

命は，喜びを与えてくれたことがわかった。そこ

で，子ども自身のことに，話題を進めていった。

（４）自分の命がつくり出している，うれしいこと

を考える。

「みなさんにも命が……」と投げかけると，大

きな声で「ある。」と返ってきた。そこで，板書を

指示しながら，「自分と家の人との間にも，この

ような，命と命のつながりってありますか。」と問

いかけた。

すると，「わたしがいるからうれしいって，お

母さんが言っていたことあった。」と話す子がいた。

くわしく聞いてみると，「妹が生まれてお母さん

が赤ちゃんにかかりきりになったので，悲しくな

っておこってないたとき，お母さんがそう言って

だっこしてくれた。」と言う。弟や妹のいる子ども

たち数人がうなずいていた。そして，次のように，

いろいろな事例が思い出されてきた。

・母の日に，絵をあげたら，喜んでくれたよ。

・お母さんありがとうって思った。

・一緒におふろに入ったとき，楽しかった。

ここで，叱られたことにも，目を向けさせた。す

ると，次のように思い出した。

・ゲームしていたら叱られて，いやだった。

・お風呂に入りなさいって，起こされたよ。

そこで，なぜ，お家の人は叱ってくれるのかを考

えてみようとなげかけると，次のように言った。

・いい大人になるように。

・好きだから。

子どもは，お母さんが叱ってくれたことも大事な

かかわりだったということに気づいた。

そこで，次の問いを投げかけた。

「家の人が喜んでくれるときはどんなときかな。」

・一緒に遊んでいるとき

・病気が治ったとき

・お手紙をあげたとき

・おてつだいをしたとき

・自分が笑ったとき

子どもたちは，それぞれの家庭で，親とかかわり，

自分の命がつくり出しているうれしいことを思い

出していった。

５．おわりに 授業を終えて

楽しいことと，うれしいこととは違う。楽しい

こととは，心の中にほがらかさや気持ちの高ぶり

が充満していくことである。うれしいこととは，

そのようになったらいいなと思っていることが実

現して心が明るくなっていくことである。

子どもは，授業を通して，自分の命が親の心に

うれしい気持ちをつくり出していたことを，改め

て感じることができた。また，そうやって親に喜

んでもらえたことが，うれしかったことも，改め

て思い出すことができた。自分が生きる，命の価

値を，新たな視点で見ることができるようになっ

たのではないだろうか。

このように，ものの見方をトレーニングしてい

くことが道徳の時間の役割であると考える。
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１ はじめに

子ども達は，家庭・学校・地域の中で様々な

「人・もの・事」に出会い，「○○ができるように

なりたい」「○○のようになりたい」等，身近な

目標やあこがれを抱き，達成に向け自主的に取り

組むことができます。それは，今よりよくなりた

い，よりよく生きたいと思う心の表れでしょう。

しかし，その思いも失敗を繰り返したり，すぐ

に成果が現れなかったりすると，やる気を失い途

中であきらめてしまうということが起こります。

そして，途中であきらめてしまうという経験を何

度も繰り返すことで，自信を失い，夢や目標まで

も見失ってしまう要因にもなるのです。

そこで，子ども達が，よりよく生きたいという

思いを持ち続け，自分の夢や目標に向かって努力

し続けるには，「しっかりした目標を持ち，達成

するにはどうしたらよいか考え，失敗しても粘り

強くやり遂げること」の価値について考えること

が大切だと思います。

本資料は，どんなに失敗してもあきらめること

なく研究し続け，偉業を成し遂げたノーベルの話

です。繰り返し失敗してもあきらめずやり通すこ

とができたのはなぜか，ノーベルの心や力につい

て考えることで，「夢や目標を持つことの大切さ」

や「繰り返し失敗しても決してあきらめず努力し

続けることで成し遂げることができる」というこ

とを知ることができます。また，自分との相違を

考えさせることで，自分事として捉え，価値の理

解を深めることができるものと考え，授業を実践

致しました。

２ 主題のねらい

◎人には，あきらめずに探求し続けることで何か

を成し遂げることができる力があることに気づ

き，目標に向かって努力しようとする意欲と希

望をもつ。

＊ノーベルのように，何度も失敗と工夫を繰り返

すことで何かを成し遂げることができることが

わかる。

＊そのような力は自分にもあり，自分を伸ばす大

事な力であることに気づく。

＊自分にも何ができるか，何がしたいのか考え，

それに向かって努力しようという意欲をもつ。

３ 授業記録

（１）これまでの経験を発表する。

Ｔ：これまで，目標を立ててやりとげた経験，ま

たは，目標は立てたけど途中であきらめてしま

った経験のある人発表してください。

Ｃ１：レギュラーになりたいから，サッカーの練

習，休まずがんばっています。

Ｃ２：甲子園に出て，優勝したいから，野球の練

習がんばっています。

Ｃ３：今年，水泳２５メートル泳げるようになろう

と目標決めたけど，達成できませんでした。

（２）資料を読み，価値について話し合う。

資料は教師が読み，子ども達は，テレビ画面に

映し出された挿絵や文字をみながら話を聞くとい

う方法で行いました。

また，資料の内容を把握する場面では，挿絵や

フラッシュカードを貼り付けながら確認し，ノー

ベルの心の動きを線で描き，失敗を繰り返しなが

らも研究を続けたことが捉えやすくなるようにし

４年 主題名「やりとげる心と力」の授業
�

光文書院『ゆたかな心』の新資料
『２６ノーベル賞の生みの親～アルフレッド・ノーベル～』を使って

沖縄県浦添市立港川小学校教諭 古波藏 尚子
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ました。

Ｔ：ノーベルが，失敗を繰り返してもダイナマイト

を発明することができたのは，どうしてでしょう。

Ｃ４：安全に使えるようにしたい。

Ｃ５：世界が平和になって欲しい。

Ｃ６：弟を亡くしたので，二度と同じ不幸な事故

が起きないようにしたい。

Ｃ７：弟のためにも多くの犠牲になった人のため

にも，このままではいけない。

Ｃ８：自分の目標をしっかり持って，絶対にあき

らめないという強い気持ちがあった。

Ｃ９：自分の成功をみんなが待っている。

Ｔ：みんなが，発明を待っていると思うと頑張ろ

うという気持ちになるのですね。（うなずく）

Ｃ１０：みんなノーベルならできると思っているか

ら，何とかしようとやる気を起こした。

Ｃ１１：自分にはできると自信があったから，研究

を続けることができた。

Ｃ１２：失敗しても，決してあきらめなかった。

Ｃ１３：ニトログリセリンを安全に運べるようにし

たいという目標をしっかり持っていた。

Ｃ１４：失敗しても粘り強く努力した。

Ｃ１５：目標に向かってあきらめないという心を持

って１１年も努力を続けた。

Ｃ１６：みんなの平和のためにぜったいあきらめな

いという気持ちをもっていた。

Ｃ１７：ぜったいに成功させたいと思っていた。

Ｃ１８：弟の分もがんばろうと思った。

Ｔ：ノーベルがダイナマイトを発明できたのは，

「自分の目標をしっかりもっていたこと」，「失

敗しても決してあきらめない心や成功させたい

という強い意志をもっていたこと」また，「自

分にはできるという自信をもっていたこと」等，

がその秘密だったのですね。そして，その心を

支えていたのは，「みんなが平和や安全にくら

せるようにしたい」「弟の分もがんばろう」「み

んなが自分の発明を待っている」等，自分のこ

とだけでなく，周りの期待や応援，期待に応え

たいという思いも，発明を完成させる力，やり

通す力となったのですね。

（３）自分と比較しながら考えを深める。

Ｔ：ノーベルとみなさんの似ているところや違う

ところはありますか。

Ｃ１９：目標を持ってがんばるところが似ている。

Ｃ２０：私は，目標は立てるけど，実行していない

ので，そこが違う。

Ｃ２１：失敗したらあきらめてしまうので，そこは

違うけど，私もノーベルみたいに世界が平和に

なって欲しいといつも思っている。

Ｃ２２：ノーベルみたいに目標を持っているところ。

Ｃ２３：今，ぼくは，サッカーのレギュラーになろ

うとがんばっているのでそこが似ている。

（４）あきらめずやり通す力を使って，どんなこと

をしたいかワークシートに書く。

Ｔ：ノーベルのように，あきらめずやり通す力を

使って，どんなことをしたいか考え，ワークシー

トに書いてください。書き終わったら，隣の人や

グループの人に，自分の考えを伝えてください。

Ｃ２４：テストの時，「何だったっけ忘れちゃった」と

いうとき，すぐあきらめないで，じっくり考える。

Ｃ２５：平泳ぎができるようになりたいです。

Ｃ２６：勉強をちゃんとしてテストで，百点を取る。

Ｃ２７：サッカー選手になりたい。

Ｃ２８：アメリカでプロのバスケットの有名な選手

になりたいです。

Ｃ２９：車を作る人になるために工作をがんばる。

Ｃ３０：野球でレギュラーをとるために練習をがん

ばって，プロ野球選手になって，ぼくが目指し

ている小笠原選手をぬきたいです。

Ｃ３１：学校の先生になるために，家庭学習を毎日

ちゃんとやりたいです。

Ｃ３２：自分のおじいちゃんの病院を引き継ぎます。
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（５）今日の学習を通して，大切だなあと思ったこ

とをワークシートに書く。

下記の表は，子どものワークシートからの抜粋

です。本時の授業を通して，大切だと思ったこと

を書かせることで，どのような変容があるかそれ

ぞれの子の考えの深まりを知る手立てとしてワー

クシートを活用致しました。

４ 考察（まとめ）

（１）授業後の子どもたちの声

授業直後，Ｃ８「これ，今日の授業を記録した

ものです。今日の道徳の授業，わかりやすくおも

しろかったです。僕は○○中学校へ進学すること

が，今のぼくの目標です。今日の授業で，目標持

ってがんばることや，あきらめないことが大切だ

とわかりました。中学校進学という目標に向かっ

てがんばります。ありがとうございました。」下記

が彼の記録です。

他の子は，ワークシートを提出する際「ありが

とうございました。」「私はトリマーになる夢に向

かって，毎日ペットのお世話がんばっています。」

「今日の授業，とても勉強になりました。考える

ことは難しいけどとても楽しかったです。また来

てください。」等，目を輝かせながら話しかけてく

れる優しい子ども達でした。

（２）参観しての感想（担任：宮里先生）

資料を大型テレビに投影することで，子ども達

が，全員集中して話を聞いていたので，資料提示

の仕方は良いと思いました。

内容把握の場面で，挿絵とキーワードの言葉を

提示し，それに心情線（？）を描くことで，一度で

聞き取ることができない子も，考えることができ

るので，心情線（？）を使うのは効果的でおもしろ

いと思いました。

本校の「ゆらぎ」をどこで作ればよいか，考え

ながら授業を参観していました。

（３）本時を振り返って

今回の授業は，宮里章子先生の学級での飛び込

み授業でした。

授業を実践する際，資料提示の仕方・資料の内

容把握のさせ方，発問，話し合いの仕方，考えを

Ｃ２４ あきらめないっていうことは，とても一
人ひとりに大切なことだとわかりました。

Ｃ１ あきらめずにがんばるということが大切
だと思った。

Ｃ３１ 目標をもち，あきらめないということが
大切だなあと思いました。

Ｃ７ 勇気が大切。

Ｃ２７ 努力が大事。

Ｃ１５ あきらめずに，何でもやり通すことは大
切だなあと思いました。そしたら，ノー
ベルのようにできると思いました

Ｃ２６ あきらめずに，やり通す事が大事。

Ｃ３３ 夢をあきらめずやり通したい。

Ｃ３４ あきらめなかったら，何でもできると思
った。

Ｃ３ 自分のことだけでなく，みんなのことを
思うことが大切だと思いました。

Ｃ１２ 目標をしっかり立てて，どんなに失敗し
てもあきらめないようにしたいです

Ｃ３２ あきらめたらその時点で夢をあきらめる
ということになるから，あきらめません。

Ｃ３５ あきらめなかったら夢がかなうから，あ
きらめないことが大切。
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整理させる方法の５つを視点に取り組みました。

� 資料提示の仕方について

大型テレビを活用することで，全員が画面

に集中し話を聞くことができます。しかし，

聞く力は個人差があるので，資料内容を想起

させる工夫が必要です。

� 資料内容を想起させる方法について

挿絵やフラッシュカードを黒板に貼り，ノ

ーベルの心の動きを線（心情線）で表しました。

そうすることで，ノーベルが何度も失敗を重

ねながら研究を続けた事をしっかり捉え，

「やり通す心や力」について考えを深めるこ

とができた事が，子どもたちのワークシート

の言葉（前ページの表）からうかがえます。

� 発問について

発問は，自分事として捉え考えることがで

きるようにするため，導入では成功や失敗の

経験を想起させました。中心発問は「ノーベ

ルが，失敗を繰り返してもダイナマイトを発

明することができたのはどうしてでしょう。」

とし，「やり通す心や力」について考え，ノ

ーベルと自分達との相違を明確にしました。

そして，ノーベルのように「やり通す力」を

使って，どんなことをしたいか考えさせるこ

とで，自分の目標や夢について改めて見直し，

やる気を思い起こさせました。

� 話し合いについて

一斉，ペア，グループと，様々な学習形態で考

えを交流させたいと考え，促しましたが，活発

に考えを交流するまでには至りませんでした。

� 考えを整理させる方法について

ワークシートを活用し，考えが整理できる

ようにしました。一人ひとりの夢や目標，大

切にしたいことをワークシートに書かせるこ

とで，考えを整理することができました。

今回の授業は，教師用指導書の展開例を基に，

途中であきらめてしまうという子ども達の実態を

踏まえ，中心発問を変えて展開してみました。

事後の取り組みをみとることはできませんが，

本授業をきっかけに，「あきらめずやり通す力」

をいろいろな場面で使い，よりよい自分を目指し

てくれることを期待しています。

最後に，資料提示した大型テレビとシート，宮

里先生の感想の中に出てきた本校の捉える「ゆら

ぎ」を下記に掲載いたします。

今後も，子どもたちのよりよくなりたい，より

よく生きたいという思いが膨らみ，実現したいと

いう意欲や，元気が出るような道徳の授業をめざ

し，実践していきたいです。
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１ はじめに

５年生の子どもたちは，努力が大切であること

はわかっている。努力しなければ何事もなしえな

いことも知っている。しかし，現実はどうだろう

か。どんどん上達する友だちと自分を比較して，

「どうせ自分はだめだ。」と悲観して，努力するこ

とをやめてしまったり，せっかく立てた夢をあき

らめてしまったりすることがある。道徳の授業で，

困難を克服し，あきらめずに努力を続けることで

成功した人物を取り上げ，子どもたちに努力の大

切さを気づかせることは意味のあることであるが，

「そうはいっても，自分にはできないよ。」という

子どもたちの本音はなかなか授業に現れてこない。

だから，子どもたちが心から「もう一回がんば

ってみよう。あきらめてはだめなんだ。」と将来に

向けて，前向きな気持ちになれるような授業がし

たいと思った。

２ 資料について

世界に誇る日本の技術力。その一翼を担ってい

るのは，町工場である。岡野雅行氏はその代表者

ともいえる人物で，「カリスマ職人」としてマス

コミに紹介され，講演活動も幅広く行っている。

画期的な「痛くない注射針」をはじめ，携帯電

話の小型バッテリーケースなどの不可能を可能に

する職人技は常に世界から求められている。

岡野氏の魔法のような技術力は，今までに何度

も失敗した経験の積み重ねによって生みだされて

いる。そこで岡野氏の言葉と「失敗は成功のもと」

の意味を合わせて考えることにより，失敗は成功

の一歩手前なのだから，あきらめてしまっては，

もったいないと気付かせることができないかと考

えて，授業を組み立てることにした。

３ 資料を効果的に活かす事前の手立て

だれもが「無理，不可能」といった痛くない注

射針を岡野氏が「絶対にできる。」と確信した理由

は，過去に積み上げた「失敗から学んだ成功体験」

である。ならば，自信を失っている子どもたちに

は成功体験がないのだろうか。自転車に乗れるよ

うになったことや掛け算の九九がいえるようにな

ったこと，泳げるようになったこと，もっと以前

ならば，歩けるようになったことなども子どもた

ちが持っている成功体験である。初めはまったく

できなかったことを，「できるようになりたい」

という強い意志で，できるようにしてきたはずで

ある。そこで，事前に今までにできるようになっ

たことや今，できるようになりたいと思ってがん

ばっていること，周りから無理だといわれても，

できるようになりたいことや，成し遂げたいと思

っている目標について調査することにした。

５年 主題名「くじけない力」の授業
�

光文書院『ゆたかな心』の新資料
『２８世界一の技術』を使って

石川県小松市立能美小学校教諭 北川 忠
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この調査資料は，あとから授業の中で使用する

ことは知らせず，自分の成長と現在を見つめるつ

もりで記入させ，回収しておいた。

４ 本時のねらい

◎より高い目標実現のために，自分の中にある

くじけない力に気づき，精いっぱい努力して，

最後までやりぬこうとする。

・岡野さんが「痛くない注射針」を完成させる

まで，失敗をくり返しても「絶対にできる」

と信じてあきらめなかったことに感動する。

・「痛くない注射針」完成の裏には，何度も失

敗してきた経験の積み重ねがあることがわか

る。

・自分にも岡野さんのように何度失敗しても，

できるまで続けた「くじけない心」があるこ

とに気づく。

・自分もより高い目標を立て，それに向かって

努力を重ねていこうとする意欲を高める。

５ 指導案

下記の表 参照

６ 導入・映像の活用

他人が注射している様子を見るだけでもその痛

みが伝わってくるものだ。そこで，この「痛くな

い注射針」を実際にうでにさしている映像を見せ

ることにした。ビデオの中では一般の注射針と比

較して，かなり細い針の様子も映っている。

そして，その針を実際にうでにさし，「本当に

ささっているの。」と驚いている人物は，子どもた

ちもよく知っている元首相，小泉純一郎氏である。

小泉元首相の驚きは，そのまま子どもたちにも伝

染した。「へぇー。」「すごいな。」あちらこちらか

らつぶやきが聞こえてくる。つかみはオーケーだ。

７ 展開・前半授業記録 （一部抜粋）

Ｔ：感想を聞かせてください。

Ｃ：不可能を可能にしてきた人だ。

Ｃ：何でも作れる人なんだなぁ。

Ｃ：最後の言葉が印象的でした。

Ｔ：職場の人からも「今度は無理」と言われ，大

学の先生からも「不可能」と言われたのに

「絶対にできる」と思ったのはなぜだろう。

Ｃ：自信があったから。

Ｔ：どんな自信。

Ｃ：今までにも不可能と言われた製品を可能にし

てきたから，その経験が，自信になったと思

います。

Ｃ：私もそう思います。自信があるから「絶対で

きる」と思ったと思います。

Ｔ：なるほど。今までの経験ですか。

Ｃ：ぼくは，小さい子どものためにも，今までの

技術を使って作ってあげなければならないと

いう強い気持ちもあったと思います。

Ｃ：注射の苦手な人のためという気持ちもあった

と思います。

Ｔ：苦手な人はどれくらいいるのかな。

Ｃ：ほとんどだよね。（笑）

Ｔ：痛くない注射針がほしいと思う，多くの人た

ちの期待も背負っていたということですか。

Ｃ：人のためになるいいことだから，何があって

主な学習活動 指導の方法

�痛くない注射針についてのビデオを視聴し，具体的
なイメージを持つ。

�「世界一の技術」を読み，岡野さんがどのようにし
て不可能を可能にしたかを考える。

・失敗してもあきらめなかった理由を話し合う。

・「失敗は成功のもと」について考える。

�自分の中の「くじけない力」に気づき，失敗を活か
して努力しようという意欲を持つ。

・今までできるまでやりぬいた経験を話し合い，目

標に向かって努力しようとする。

●普通の針との比較や実際に使っている場面を視聴さ

せ，製品について理解させる。

●岡野氏が今まで失敗経験の積み重ねによって不可能

を可能にしてきたことに着目させ，失敗は敗北では

なく，成功の一歩手前であることに気づかせる。

●失敗は成功のために必要であることに気づかせる。

●なりたい自分の姿や将来の目標について見つめ直さ

せ，失敗や行き詰まりがあってもあきらめずに挑戦

しようとする意欲を持たせる。
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も創ってやろうとがんばった。

Ｃ：お金じゃないよね。

Ｔ：そうか，使命感という気持ちですね。みなさ

ん，「失敗は成功のもと」という言葉を聞い

たことがありますか。

Ｃ：失敗を活かしていけば，成功する。

Ｃ：失敗して，やめてしまえばそこで終わりだけ

れど，失敗の原因を考えて次に活かすという

ことです。そうすれば成功する。

Ｔ：なるほど，だから「成功のもと」なんだね。

ならば失敗はだめなことですか。

Ｃ：失敗は，だめはだめだけど，活かせばだめじ

ゃない。

Ｔ：失敗をそのままにしていてはだめということ

なんだね。

Ｃ：失敗を活かせば，もしかしたら，次に成功す

るかもしれない。

Ｔ：失敗は成功の一歩前かもしれないね。

８ 展開・終末

岡野さんの資料から学んだ成功の秘訣を，子ど

もたちが自分のものとするために，以前記入して

おいた調査用紙を配布する。

Ｔ：さて，この前，みなさんに書いてもらった紙

を見てください。ＡＢＣの三項目に分かれて

いますね。Ａは「練習してできるようになっ

たこと」Ｂは「もっとうまくなりたいと思っ

てがんばっていること」Ｃは「まわりから無

理といわれても，実現したいと思っているこ

と」ですね。Ａを見てください。今までにで

きるようになったことがたくさん書いてあり

ますが，それは初めからすぐにできたことで

すか。

Ｃ（全）：いいえ。

Ｃ：一輪車も，「乗りたい」と思って毎日練習し

ました。できるようになったとき，うれしか

った。やったーと思った。友だちもいっしょ

によろこんでくれました。

Ｃ：奥の細道を暗記するとき，初めは「こんなの

無理」と思ったけれど，みんなとがんばって

いたら覚えられました。（※本校では名文暗

唱という課題を全校で取り組んでいる）

Ｔ：できるようになりたいという気持ちを持ち続

けてがんばったから，こんなにたくさんのこ

とができるようになりましたね。話を聞いて

いると，がんばり続けるには，自分だけでは

なく誰かの応援も必要なのかな。

Ｃ：一人だと，くじけるかも。

Ｃ：友だちといっしょにならがんばれるし，応援

もあったほうがいいと思うけど，やっぱり自

分が「したい」という気持ちが一番です。

Ｔ：Ａを見るとあなたの中には，できるようにな

りたいと思うことを実現させる力がこんなに

あるじゃないですか。できるようになるまで

がんばる力，「くじけない力」ですね。岡野

さんもこの力を持っている人ですが，「痛く

ない注射針」を創ろうとした初めのころは。

Ｃ（全）：Ｃです。無理といわれた。

Ｔ：そうです。無理だ，不可能だといわれても，

「きっとできる」と思い，何度失敗しても失

敗を活かしてついに，完成した。みなさんも，

みんなの中にある「くじけない力」を発揮し

て，今は難しいこと，不可能に思えることを

可能にできるかもしれませんね。
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９ ワークシートより

いつも「もうだめ，できない」とあきらめて

いて，失敗したら「あー，もう無理」と言っ

ていたけれど，失敗を次に活かすと成功する

とわかりました。あきらめていたら何もでき

ないということがよくわかりました。私も無

理と思ったことを可能にしたいです。

私は失敗したら，少しあきらめていたと思い

ました。でも今までできたことは，「やりた

い」と思ったことを練習したり，失敗したま

まじゃなく，失敗を活かしてきたからできた

んだと思いました。

Ｃには，とてもできそうにないけれど，かな

えたらいいなという気持ちで書きました。今

日の勉強で本当にかなえられるかもしれない

という自信がつきました。

願いは「自分の中のがんばる力」でかなえら

れるんだとわかった。失敗はそのままにしな

いで活かしていけば成功につながるから，な

らいごとの野球につなげていきたい。

成功するためには失敗が必要なときがあり，

その失敗を活かすか，あきらめるかによって

成功に届かないか届くのかが決まる。また，

その失敗を活かすには経験も必要だと思いま

した。このくじけない心をこれからの失敗や

生活につなげていこうと思います。岡野さん

を見習いたいです。

１０ まとめ

授業の中でも子どもたちは言及しているが，あ

きらめず努力を続けるには，周囲からの励ましも

大切である。実際に子どもたちは今までも家族や

友だちから励まされ，または無言の励ましを受け

てやりとげたことが多い。今回の授業で，私は子

どもたちの応援団になろうと思った。「やればで

きる。あきらめるな。」という気持ちを伝えたかっ

た。それを耳慣れた言葉だけに終わらせないため

に，子どもたちの中にある「くじけない力」に気

づかせてあげたかった。

高学年であるから，自らが目的達成に向けて強

い意志を持つことが大切であると自覚させること

ははずせないが，「できるかもしれない」という

希望がもてれば，より意欲的に取り組むことがで

きるのではないだろうか。これから人生の荒波を

乗りこえて数十年生きていく子どもたちにくじけ

ない力をもってほしいと願う。

最後に読みながら，思わず「がんばれ」と声が

出てしまった一人の子のワークシートを紹介した

い。

一番印象に残ったことは，「あきらめないこ

と」です。だれに何と言われても自分を信じ

努力することが大事です。そして，自分のこ

とが全部完ぺきにできるようになったら，次

は周りの人のことも考えて何事も取り組みた

いです。「夢はかなうものじゃない。かなえ

るもの」です。夢は待っていてもかないませ

ん。夢をかなえるためには努力し，あきらめ

ないことだと思います。
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今回は日々の川柳の積み重ねから，自分の成長

を見つめた実践である。

�クラスの成長・自分の成長を振り返る～川柳
二学期，日々の思いを残すために，川柳作りで

一日を振り返ってきた。大きな行事が一区切りつ

いた１１月末，クラスや自分たちの成長を，川柳を

通して見つめる授業を行った。

書きためた川柳から一人一句選び，全員の川柳

を資料として提示し，話し合った。

六年生 新しい名札が 輝いている

縦割りで「リーダー」と呼ばれ「あ！六年だ！」

運動会 みんなの涙が あふれてた

長縄で 最高記録を 出せたんだ！

「みんなで協力できるようになった」「注意し合

えるようにもなった」と，クラスの成長を共感し

合うことができた。クラスの成長は，一人ひとり

の成長があってこそである。「クラスがこんな風

に成長できたのは，どうしてだろう？」と問いか

け，「前は人の話を聞かなかったけれど，我慢で

きるようになった」「６年になって積極的になっ

た」等，自分も成長していることに気付かせた。

�お互いの成長を認め合う
�の授業後，互いの成長を認め合った。一人ひ

とりの顔写真を中央にしたワークシートに，その

子の成長したところを学級の全員が書いていった。

それをもとに道徳。子

どもたちは友達からのメ

ッセージに「自分が努力

したことが認められてい

てうれしい」「何気ない

ところまで見ていてくれ

てるのがうれしい」と感

想を話し合いながら，前

時で気づいたクラスの成

長が，自分の成長と重なることを実感したのであ

る。

�自分で自分を振り返る～川柳
二学期の終業式に自分の成長を見つめて一句詠

み，その思いを文で綴った。（以下の通り）

前向きに 進んできた足跡 数知れず
いろんなことがあったけれどそれを活かすことがで
きた。一つ一つが大きな思い出として積み重なって，
そして今の私があると思う。

自分のね 心の種が 芽生えたよ
六年生の初めにまいた心の種は，学んだり体験した
りしながら，少しずつ芽を出してきたと思う。みんな
との協力も，種の芽生えに大きく影響したと思う。

ますますね 絆が深まる みんなとの
もっとみんなのことがわかってきて，ますます絆が
深まった気がした。１学期と比べても，みんなで協力
し合えることが多くなったと思う。

２学期は 「がんばった」が いっぱいだ
２学期はたくさんの行事でがんばった。リーダーと
して，６年としてがんばってきた。それは自分だけで
なくみんなも同じだ。みんなでがんばった２学期だっ
たと思う。

自分を見つめた作品や友達の中の自分を意識し

た作品，まだ自分の成長がつかみきれない思いを

詠んだ作品もあった。どれも川柳作りを通して，

確かに自分を見つめることができたのである。

�川柳作りは「心のアルバム」
子どもたちは日々たくさんの川柳を詠んできた。

川柳を詠むことは，その日や行事を振り返って，

自分の心を整理することであったり，心に生じた

思いを言語化することであったりした。

作文はビデオのように状況を詳細に表し，川柳

は写真のようにさまざまな一瞬一瞬を映し出す。

その一瞬の写真に込められた思いは，時にはビデ

オよりも鮮明に伝わり，想いがよみがえる。

川柳作りは，子どもの一瞬・そのときを的確に

捉えた「心のアルバム」なのである。

川柳を道徳に活かす�
～川柳を通して自分を見つめる～

習志野市立谷津南小学校教諭 松田 憲子
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人間関係は「言葉のキャッチボール」から

人間関係づくりにコミュニケーション力は重要

である。まずは「言葉のキャッチボール」ができ

ること。今回は，「ありがとうの き」（１年）を活

用した温かいコミュニケーション力の育て方を紹

介する。上学年でも活用できる演習である。

「ありがとうの き」で温かいコミュニケーション

の築き方を学ぶ

「ありがとうの き」は，感謝の言葉「ありがと

う」と言った人に対して，「どういたしまして」

の言葉を返すことから，双方向の温かい人間関係

を築くことができるようにする演習である。

１演習のねらい

・日常生活でお互いに「ありがとう」を自

然に交わすことから，温かい人間関係づ

くりをする。

・友だちへの感謝の心を育てる。

２活用のしかた

�「ありがとう」を言ったり，言われたりし
た場面を思い出させる。「感謝の気持ち」

が込められた言葉であること。言われたら

うれしい言葉であることを押さえる。

�「ありがとう」と言われたら「どういたし
まして」と返す練習をする。相手の言葉を

受け取って，温かく返す基本としたい。

�副読本の１３ページのシートを活用して，帰
りの会などで，「ありがとう」と言えたら

黄色で色をぬり，「どういたしまして」と

返すと赤い色を塗らせるとよい。これは，

「ありがとう」が花で，「どういたしまし

て」と返すことで，「ありがとうの き」の

赤い実ができることをイメージしている。

発展として，「ごめんね」を言う場面と，「ごめ

んね」と言われたら「なんと返す」のか，言葉を

考えさせるとさらに温かい関係づくりができる。

言われた時の気持ちがわかり，相手を思いやる

言葉の大切さに気づくだろう。

世界に通じる言葉のキャッチボール

英語で「Thank you」と言えば，相手は「You’re
welcome」「Not at all」と返す。まさに「ありが

とう」「どういたしまして」の言葉のキャッチボ

ールなのである。

道徳に役立てる～「形」から「心をこめて」に

１年１０「ぼくに もたせて」は，おじいちゃん

の荷物を持つ手伝いをするたろうくんの話である。

おじいちゃんはきっと「たろうがもってくれて，

ほんとうにたすかったよ」の後に「ありがとう」

と言っただろう。それに対してたろうくんがなん

と答えたか考えさせるとよい。「ありがとうの き」

の学習を継続していれば，「どういたしまして」

と答えたことが容易に想像できる。

同様に２１「わたしに できる こと」では，おかあ

さんが入院したとき，手伝ってくれたべぃちゃん

に対して，おとうさんが「ありがとう。たすかっ

たよ」と言う。それに対してどんな気持ちでどん

な言葉を返すか考えさせるとよい。ここでも「ど

ういたしまして」が大切な言葉として確認できる。

「ありがとう」「どういたしまして」の「言葉の

キャッチボール」は「形」から始まり，世界につ

ながる「心のキャッチボール」へと発展していく

のである。

人間関係づくりの演習を活かす�
～「ありがとう・どういたしまして」のキャッチボールで温かい人間関係づくりを～

市原市教育センター所長 土田 雄一
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両国小学校に建つ文学碑

芥川龍之介
芥川龍之介・１８９２～１９２７（明治１６年～昭和２年）。

「龍之介」という名前は辰年・辰の月・辰の日・

辰の刻に生まれたことに由来するというのは有名

な話だろう。

芥川は幼いうちから母の実家である芥川家で育

つこととなる。文化的素養・感覚は特にこの芥川

家の家系に拠るところが述べられる。通った小学

校（現両国小学校）は芥川家のすぐ近くにあり，

敷地には『杜子春』の一節が彫られた文学碑とそ

の説明板が建つ。

文学的な“読み”
『杜子春』は，芥川の蔵書の中にあった『唐代

伝奇「杜子春伝」』（李復言作）が原典といわれる。

芥川の再話と原典との違いとして，結末の改変に

ついて比較・考察することが，たびたびなされる。

原典の杜子春は仙道への道へと進む最中で，か

なり凄惨な結末を迎えるようだ。

芥川の再話は，『赤い鳥』への寄稿だったこと

もあり，子ども向けに道徳的に作られたことは容

易に想像できる。

そして，親への愛情を何よりも優先させる行為

から，芥川自身と幼くし離れて暮らし亡くなった

母親との関係性を背景に読み解くこともある。

作品に作者の人生背景を重ね，作品の記述（文

章・言葉など）との相関から，言葉では表現され

ていない行間の内容すらをも読み解くこと。それ

が「文学的読解」では必要となる。つまり，作者

の人生・思想や社会的背景を，作品に書かれてい

る内容にも投影させ，それらを抉り出すように究

明することが，「文学的な読み」ではないかと思う。

国語的な“読み”
作者の人生や過ごした時代・社会をも含み読む

ことが，「文学的な読み」であるとしたら，作品

の記述にこだわりきって読む読解が「国語的な読

み」となるのではなかろうか。この読みが，世間

一般のいわゆる「読解力」には相当するだろうか。

そして，「作品」に対する極めて一般的な「読者」

ともいえるだろう。中学・高校と進む段階で「国

語」では，徐々にその“読み”に文学的要素も含

むことがあるようだ。だが，この段階では（試験

での時間的制約などもあることから）深く「文学

的な読み」を学ぶことは難しい。あくまでもなら

し運転的な訓練段階で多くは留まろう。どちらに

しても，作品・文章を読み込むことから内容をう

かがう行為が「国語的な読み」だと言えようか。

道徳的な“読み”
翻って，道徳的読みは“読み手”の「考え」と

その「心」が拠り所となる読解だと思う。一定の

内容理解をし，そこから自分が何を考えるか，そ

して何を学ぶかである。それぞれの道徳観によっ

て各自がさまざまな意見を持つことになるだろう。

さらにはそれが「行動」として発露されることが

望まれる。それは，作家と読者のシンクロによる

～夢追探訪～

文学的・国語的・道徳的読み
～芥川龍之介『杜子春』から～
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芥川の眠る巣鴨・慈眼寺の墓地

世界観の共有よりもむしろ，個々の抱く考えであ

り思い・意見が重要な読みだ。ただし，前提条件

として，作品をある程度理解しておく読解力は必

要になってくる。つまり，ある程度の「国語的な

読み」（＝一般的な読解力）を経た上でなければ，

「道徳的な読み」もできず，ともどもに，死に体

となってしまう。

これは，道徳資料の読解への負担軽減という発

想とも絡む。むろん，読解力が高いにこしたこと

はないが，かといって過度の読解への負担は，道

徳資料の核心へ入る時間を失ってしまう，そうい

う考えである。

『杜子春』に見る道徳的価値
『杜子春』という作品において大きなポイント

となるのは二つ。一つは，杜子春によって繰り返

し行われる放蕩行為と，もう一つは，仙道を志す

ことを決心しながらも，親への“考”に心が大き

く振れたこと。一つ目には，放蕩行為のみならず，

それに関わる「金の切れ目が縁の切れ目」の友人

知人の行動も付属する。

さて，道徳的な価値でとらえると，前者の放蕩

行為への反省は「節度ある生活態度」と結びつき，

さらに何度も繰り返すあたりは中学年の「正直明

朗」あたりも関わってきそうである。そして，友

人たちに焦点を当てれば自ずと「信頼・友情」も

関わってくるであろう。後者は「家族愛」にほか

ならない。

人間・杜子春
仙道を志すにはひたすらにストイックでなけれ

ばならない。スポーツ選手や，歌舞伎・能・狂言

といった芸事の超一流のみが神仙の域に近づける

瞬間はあるのかもしれないが。

かなり前の選手だが，野球界に榎本喜八（毎日

オリオンズ等）という選手がいた。彼はあるとき

「球筋ばかりか，ボールの縫い目や芯までがはっ

きりとわかるようだった」「自分の身体がどんなふ

うに動いているか，寸分の狂いもなく，実によく

わかった」という感覚を覚え，それを「神の域へ

行かせていただきました」と表現した。しかし，

彼もその域に達するためには世間から奇人とまで

揶揄されることもあったという。

話を戻す。本来的な仙道の世界は孝だの義だの

といった徳はまず二の次なのであろう。外見的な

肉体的苦痛も，内面的な世俗の徳・価値も超越せ

ねば「仙人」たりえないということである。

だが，芥川は杜子春を，世俗を離れた特別な人

物（＝仙人）とはさせず，あくまで人間「杜子春」

として描き出した。仙人を目指すという大義を重

視しつつ，それでも目の前の弱者，それも自分の

“母”を顧みずにはいられない。これを人間の真

に大事な部分としているのである。

「ではお前はこれから後、何になったら好いと

思うな」と問われた杜子春は言う。「何になっても，

人間らしい，正直な暮しをするつもりです」。責

められる母を前にしても黙ったままなら，その命

を絶つつもりだった仙人（鉄冠子）も，杜子春に

「人間らしい」生き方を選択することを求めてい

た。杜子春へちょっとしたプレゼントを用意し作

品は終わる。仙人になれないからと言って，杜子

春はそれを恥ず必要はなく，むしろそれが真っ当

なのだ。それが，『杜子春』という作品であろう。

［引用・参考文献］

『蜘蛛の糸・杜子春』（芥川龍之介／１９６８新潮社）

『打撃の真髄 榎本喜八伝』（松井浩／２００５講談社）

田端の旧宅付近。
当時の田端は多く
の文士画人が集ま
る地であった。

夢追探訪 2 5



１．自由に言っていいんだよ

「道徳の時間は何を言ってもいい時間」言い換

えると「自由に言ってよい」ということ。これは

本当だろうか。

道徳の時間に限らず，万人に表現の自由は認め

られているわけで，そう考えれば，はじめから教

室の子どもたち全員に発言の自由は保証されてい

るのである。

むしろ，「どんなことでもいいから言ってほし

い」というような，発言を歓迎する教師側の思惑

も絡んでいると言うことができよう。では，なぜ

「道徳の時間は」なのであろうか。算数だって体

育だってよいではないか。何の授業だろうと，子

どもたちが活発に発言した方がいいに決まってい

る。

おそらく，道徳の時間には，他教科に比べて

「それを言っちゃあおしまいよ」的な，きつい縛

りが，暗黙のうちにかかっているのではないだろ

うか。その縛りがきつすぎると，表面を取り繕っ

た言質だけが行き交い，白々しい世界が創出され

る。それを防ぐために，「ぎりぎりの本音」をな

んとか引き出し，授業を活性化させようとする教

師側の苦悩が見て取れるようである。

はじめの問いに戻りたい。何でも自由に言って

いいわけがない。何でもありは何にもなしと同じ

ことであるから。一本筋が通っていない授業はし

まりがなく，教師にも子どもにも結局徒労感しか

残らない。しかし，それは道徳だからではない。

どの授業でも同じことである。

自由（な発言）が前向きに機能するのは，本質

に向かう目標設定の共有という，全員にとって共

通の縛りがかかっている場合である。その縛りの

キーワードは「道徳的に」では決してない。あく

までも「学ぶ者」として，つまり「人間として」

である。

連載

道徳まん
が道

４コマ漫画で価値を構造的に分析
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２．じ
�

こ
�

責任

「自由時間」これほど子どもたちを高揚させる

響きを持つ言葉も少ない。この漫画を使って，

「自由には責任がつきものですよ」などとお説教

めいたことを言いたくはない。

「自由気まま，好き勝手にすると，怪我をしま

すよ」というのも少し違う。

自由とは何だろう，自分たちに与えられている

自由を使いこなすために必要なことは何だろう。

堅く言えばそういうことだろうか。

和英辞典で「自由」を引くと，『Freedom』『Lib-

erty』の２文字を見つけることができる。次に英

和辞典にあたってみる。両方とも「自由，解放，

勝手気まま」という意味がある。加えて前者は

「独立，無遠慮，解放されていること，免除」，後

者は「随意，権利，特権」と続く。

『Freedom』は一人孤高とした感じ，『Liberty』

は皆で手を取り合って選んでゆくという感じを受

けた。両方とも自由の概念として重要な意味を持

つであろうが，その中でも私は「随意」という言

葉にピンときた。国語辞典で「随意」を引くと，

「自分の思うまま，勝手」とある。「自由」を言い

換えたに過ぎないが，『自分の』というところが

重要である。思うままに行動する主体である自分

がどのように思うのか，どのように思うことがで

きる自分を育てるのかが問われるわけである。

その意味で，自由は自分を試される。「自己責

任」のもと，自由自在にスキーを楽しむことがで

きるか，無茶が原因で怪我をして「事故責任」を

とらされるか。まさに自分次第である。自在にス

キーを楽しむためには，ゲレンデのルールを守り，

スキー技術を向上させる努力をし，お互いの滑る

権利を尊重しなくてはならない。それができる人

間が，自由を得る権利を得る。

自由とは甘くて厳しい罠なのである。

筑波大学附属小学校教諭 加藤 宣行

道徳授業の工夫

今から自由時間です。
「じ

�

こ
�

責任」ですべり
ましょう。
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え！？だから
事故責任と
いったでしょう。
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